
。坂田寺の調査-1996・1次

唱はじめに

この調査は高市郡明日香村祝戸における民家新築工事

申訂jに伴うZj}前調査である。

It1ai'I地li.通称「マラ石」の商、国営飛鳥歴史公|羽悦戸

地区に南接する制長い畑地で、 1980年に発見された仏堂

跡の西約60m、仏堂に取り付〈回廊で四まれた家具時代

の坂田寺の中枢伽藍の西半に位置し、その南端は西回廊

の I~J:!k:部分にあたる。したがって調査は西回廊の位置と

規模の確認し 伽諜が西而していた場合の中門の雌認を

目的とし、あわせて、不11):1な点が多い 7世紀代の坂田寺

の造椛の確認をめざした。

なお、奈良時代の坂田寺は国土方|阪方位に対して北て

酋に約151支偏した方位に造営されており、以下では繁雑

を避けるために仏堂の正聞を西として記述する。

2 眉序と遺構

調査J也の府l芋は上から耕作土、床土、灰梢色土、茶褐

色砂ニ!二、 H世相色砂土であり、1"1'世の追構は茶褐色砂土上

商で、奈良時代の迫椛l;t.IJ音柑色砂土の下而で検出される。

茶褐色砂土・ 日告槌色砂土は奈良 ・平安時代の境内面をな

す土!日である。境内而の下には武裕色粘土、時灰色砂土、

茶褐色粘土等が複雑に存在するが、すべてが奈良時代の

伽斑造成に|拘わる土}(1!:考えられた。検出した迫構には

中世の自然流路、柱穴、平安|時代の土坑、家良時代の凶

匝l廊礎石、回廊内{l!IJF:Fi1寄講である南北石組柿f、境内地の

おIi装石敷、造成過躍の柱穴、京細川11などがある。

伽藍の造成

調査区東壁際で、 7世紀代の坂田寺の伽藍推定の手が

かりを求めて断ち官IJった結来、調査区内には前代の伽班

図65 綾田寺調査位置図 1 : 2000 
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関連遺構は発見されず、むしろ家良時代の伽藍地は 7iit

紀代の瓦や土器等を多量に含む粘質土等による大規模な

造成によって作られていることが判明した。造成土は基

本的にば北、西に厚〈盛られている。造成土は北では検

出而下2m、南では同じく1.6mにある時灰色粘土までを

確認したが、同j百もその一部である。調査区西端では検

出面下2mに至っても瓦を含む灰色砂!日があり、西側は

谷であったとみられる。奈良時代の造成以前の高地は伽

藍の東寄り、仏堂を中心とする地域であろう。

造成は境内面下0.4mでほぼ上面を揃え、その上を賞褐

色土を中心とする土で広〈整地する。なお、最終段階の

直前には北東部を中心にするとド径5mほどの楕円形の範

囲が浅い皿状になっており、そこに最大厚0.3mの炭化物

や瓦を多量に含む粘質土を和んで、いる。

調査区東南端の下層素掘泊:は先述の炭化物層の後、造

成の最終段階直前に掘られた講で上端師1.2m、深さ0.25

mの断面V字形をなす。後述する平安時代の土坑の下で

r < J字形に湾出lして南に延びる。埋土には丸・平瓦が多

図66 板田寺1996-1 i.欠調査遭栂図 1 : 200 

76 ~詩文研王手銀/1997-11

:Q:に含まれ、流水の形跡、はない。調査区東南隅の下層柱

穴は一辺0.8m以上、深さ0.8mの規模で、境内面下0.6m

の造成土中から掘られて い る。下用~'W とともに造成過程

の遺構であるが性格は明らかでない。

奈良時代の西回廊

調査区の西で検出した礎石は辺0.4XO.5m、高さ0.25

mの不整方形を呈する花岡岩自然石て¥礎石の上面は直

近の悶落前i西側石上田よりも10cm高い。柱間は南 ・束回

廊て1ま桁行、梁聞とも約3mであり、本礎石の北3mに

ある穴は礎石抜取穴であろう。礎石周囲の回廊基壇は中

世の自然流路によって洗い流されているが、わずかに残

った土から判断すると、回廊基壇は厚さ 1m以上の砂府

の上に和まれた伽襲造成土の上に、暗褐色土を厚さ0.5m

和んで作られる。その上面から掘った穴に礎石を据え、

雨落措:の石組を作る。検出した礎石は第7次調査成果に

照らす t回廊西南附内側柱から12間目にあたる。

南北石組椛は礎石の東約1.3mに西側石を据えた幅0.8

m、深さ0.1mの講で底には0.2-0.4m大の自然石を敷

〈。南北約16m分検出し、さらに南と北とに延びる。北

接する第 2次調査区は大きく一段下がっており、自IJ平さ

れたとみられる。構底は検出区間内で約0.2m北へ低〈、

南回廊内側雨落構底石の高きから推算した西南隅部と の

比高は約1.1mで、西回廊全体は30/1000の傾斜をもつこ

とになる。ちなみに南回廊の傾斜は5/1000て.ある。

雨落f.Yjミ内側の境内地内には石敷・喋敷が施されている。

0.2m大の玉石を敷いた石敷は雨落溝東側石から 2mの

範囲に残り、その内側は小石を乱雑に敷いた喋敷となっ

ている。喋敷と石敷の境界は明確でなく、石敷上を甑う

茶褐色土や際敷中に瓦や奈良 ・平安時代の土器が入って

いるこ tからすると、際敷は後世の補修であると思われ

るが、主tt立当初、回廊内全域が石敷であったのか雨落部

に近接した部分だけであったのかは明らかでない。

平安時代 ・中世の遺構

調査区東部の土坑は径5.5m、i奈さ0.4mで、担土には

平安時代後期の土器が含まれている。境内地内部の整備

に伴う土坑と思われるが、坂田寺は仏堂 ・南回廊て.の所

見ではともに 10世紀後半代に倒j1~ し て おり、それと の先

後関係については明らかでない。中世の柱穴は直径O.3m

の円形柱穴が6個あるが、建物などにま とま らない。調

査区西端の自然流路は、回廊悶落慌の石敷上から西側石



を域し、回廊基担土の大半を洗い流した急流で、底而に

は流れの渦でできた穴があり、島状に取り残された礎石

の北には沌査状の穴が生じている。脱税した灰色砂には

131止紀前半の瓦器なEが含まれている。

3 遺物

瓦、土様、金属製品、土製品、銭貨などがある。

瓦には多量の 7世紀代のものと少註の平安時代のも の

がある。軒瓦には軒丸瓦18点、軒平瓦 8点がある(表

6 )。軒平瓦に 2種の新型式があり、第 7次調査で公表し

た一覧に追加しておく。 l種は六重狐紋の109型式の薄手

品(図67上左)て、第7次調査で瓦当厚の判明する例が

出土しているがそれは米公表であった。109型式A極(藤

原宮6561A)が瓦当厚約5.4cmて、ある(図67上右)のに対

して、本例は4.4cm c il，1f.手でOcxの型tlllしも小さい。瓦
当幅や全長も短いかどうかは良好{ダIJの出土を待って決し

たL、。他の 1種(図67下)は平安時代の刺:平瓦で、中心

飾りが123型式A種に似るが、唐草紋と外区、 l協区紋様が

異なる。外区に界線をめぐ、らすだけであるのは124型式A

種に似るが、唐草紋の形状の差が大きく、中心飾りが不

明なので124型式A種の右半と確定することもできない。

凸而に縦削りを胞し、凹而は瓦当上縁側をWIJる。なお、

丸瓦lま1，554点、 154kgが、平瓦は12.453点、 651kgカf1'1にl二

した。丸瓦には側板述結模'11・泌をもっ行基丸瓦が多数合

まれている。

土器には 7 世紀前半から平安時代の土師様、創立~:器、

黒色土器と 中世の瓦i慌の他に、繰flh腕、三彩火合、 二彩

査、灰豹h椀、白磁椀などがある。緑軍111椀と二彩査は調査

区南端の境内地内石敷周辺および平安時代のこ仁坑からIH

土した。土製品にはフイ ゴ

新型式

図67 板図寺1996-]).欠調査出土野平瓦 1・4

表6 綾田寺1996-1次調査軒瓦等点数表( )1付I.iH!不IIJIを合む

型式 点数 型式 点数

6A 2 104A ? 

7A 109新宿!

llA 粁 121A 
判:
21A 2 (6) .!f 122A 
23A 1 

瓦
123A 3 

:h 
26B? 新型式

28B? メEコ入号ff'l- 8 
瓦
32A 1 (3) 

そ ilii.f-i瓦
不lリl 2 の 円盤状瓦製品 1 

合計 18 {也 I専

いずれも伽肢造成土中に含まれたものである。告が型は長

径6.2cm、j早さ5.2cmの破片で一端に端而が残り、弧を柿

〈型而も追存するが製品は!I'JJ然としなL、。金属製品には

鉄釘28点、銅製餓頭金具・1点、銅板3点などがある。彼

頭金共は直径2.7cm、正，)さ1.2cmの笠形の頭部に0.5cm角、

長さ4.5cmの脚がつく 。銭貨には雨務椛担!こ仁から出土した

延苔通貨 1枚がある。

4 まとめ

田原II東西長について第 7次調査では西回廊が南北里道

上にあると考えて19間以上にはならないとした。 しかし、

今回の成果によ って西匝|廊は血道の四寄りにあることが

判明し、回廊東西長は耐附の|討を数えて21間(約64m) 

である ことが確定した。I!!I廊南北長については今回の成

果から1411H以上であることが椛認された。その北、第2

次調査の石垣までの聞は約18mで、石垣の法商等を考慮

すると回廊北抑制柱までは5間以内であ り、回廊南北長は

18-19問 (55-58m) と推定される。

回廊内科!IJ雨7J.iWiである石組南北協が、調査区の南端ま

で直線で延びることが臨認された4Jiによって、西回廊の

南端から 91111目以北に大型の椛築物としての門!i.存在し

えないことが判lりiした。中I"Jは仏堂正而にはなく北回廊

に設けられたと考えられる。北回廊恕定地の西半音flにあ

たる第2次調査地ては今回の検出而よりむ約 1m下て、

東西方向の石垣などを検出しており、石垣は一段~':j <造

成された中枢伽l誌の基底部にあたるとみられる。石垣lま

図的i来図版の中央にあたる吉11分で途切れて、幅12m余の

斜道となっており、中門はこの斜道の正而上段に設けら

れたと考え られる。斜道の北約18mの東西小軸綿密はさ

んだ位置にI~ììí:~r-支位の基礎とみられる l 対の掘立柱追榔

が検出されていることも傍証のーっとなろう。そうした

場合、 奈良時代の坂田寺は北入りでI~I門をくぐった正而

に仏堂がない変則的な伽慌配置となる。回廊内に他の堂

宇が存在するかどうかの諜題はなお緩維になったといえ

よう。 (西口寄生 E:佐JI i) 
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